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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家庭洗濯用布地保護組成物であって、
　（Ｉ）陽イオン性シリコーンポリマー及び安定剤であって、前記陽イオン性シリコーン
ポリマーが、
　（ｉ）以下の式のポリシロキサン

【化１】

及び
　（ｉｉ）少なくとも２個の四級化された窒素原子を含む二価の有機部分、
（上式中、
　－Ｒ１は独立に、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルア
リール、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、　－
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Ｒ２は独立に、一つ以上の酸素原子を含有してよい二価の有機部分から成る群から選択さ
れ、
　－Ｘは独立に、開環エポキシド類から成る群から選択され、
　－Ｒ３は独立に、式
　－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２（式中、Ｍ１は二価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ
、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール
、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、又は（ポ
リ）アルコキシアルキルである）を有するポリエーテル基から選択され、
　－ａは２～４であり、
　－ｂは０～１００であり、
　－ｃは１～１０００であり、
　－ｄは０～１００であるもの）
の交互単位で構成され、さらに
　前記安定剤が、結晶性でヒドロキシル含有安定剤であるもの、および
　（ＩＩ）洗濯添加剤であって、
　　（ａ）窒素を含まない非イオン性界面活性剤と、
　　（ｂ）窒素含有洗浄性界面活性剤、
　　（ｃ）カップリング剤、
　　（ｄ）洗浄性ビルダー、
　　（ｅ）布地直接香料と、
　　（ｆ）不堅牢染料及び／又は陰イオン性界面活性剤及び／又は汚れを捕捉するために
選択された捕捉剤であって、陰イオン性染料の固着剤、陰イオン性界面活性剤の錯化剤、
粘土汚れ制御剤、及びこれらの混合物から成る群から選択される捕捉剤と、
　　（ｇ）布地柔軟剤と、
　　（ｈ）洗浄性酵素と、
　　（ｉ）キレート剤と、
　　（ｊ）溶媒系と、
　　（ｋ）起泡系であって、酸及び重炭酸塩若しくは炭酸塩を組み合わせることによって
誘導される起泡系、又は過酸化水素及びカタラーゼを組み合わせることによって誘導され
る起泡系と、
　　（ｌ）コーティング剤又はカプセル化剤と、
　　（ｍ）これらの混合物と
から成る群から選択される一つ以上の洗濯添加剤、を含んでなることを特徴とする、家庭
洗濯用布地保護組成物。
【請求項２】
　前記窒素含有洗浄性界面活性剤が、陽イオン性の窒素含有洗浄性界面活性剤、アミンオ
キシド界面活性剤、アミン及びアミド官能性の洗浄性界面活性剤（ただし脂肪族アミドア
ルキルアミン類を含む）、並びにこれらの混合物から選択される、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　前記カップリング剤が、脂肪族アミン類、１，４－シクロヘキサンジメタノール、及び
これらの混合物から成る群から選択されるメンバーからなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　洗浄性ビルダーが、水溶性有機ビルダーから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ｃが、２０～５００である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　ｃが、３０～３００である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　ｃが、５０～２００である、請求項６に記載の組成物。
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【請求項８】
　ｃが、７０～１００である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記二価の有機部分が、以下から成る群から選択される陽イオン性の二価の有機部分で
ある、請求項１に記載の組成物。
【化２】

　（ｄ）少なくとも一つの四級窒素原子を含有し、置換又は非置換の、二価の芳香族又は
脂肪族複素環基、及び
　（ｉ）以下の式のポリアルキレンオキシド
【化３】

及び
　（ｉｉ）以下から成る群から選択され、末端基として使用される陽イオン性の一価の有
機部分



(4) JP 4926366 B2 2012.5.9

10

20

30

40

50

【化４】

　（ｖ）少なくとも一つの四級窒素原子を含有し、置換又は非置換の、一価の芳香族又は
脂肪族複素環基
（式中、
　－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は同一若しくは異なる、Ｃ１

～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シク
ロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコ
キシアルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、又はＲ４及びＲ６、若しく
はＲ５及びＲ７、若しくはＲ８及びＲ１０、若しくはＲ９及びＲ１１は架橋アルキレン基
の成分であってもよく、
　－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同一又異なる、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニ
ル、Ｃ６～２２アルキルアリール、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキ
シド、（ポリ）アルコキシアルキル基、及びこれらの混合物から成る群から選択され、　
－Ｒ１５は－Ｏ－又はＮＲ１９であり、
　－Ｒ１６及びＭ１は同一又は異なる二価の炭化水素残基であり、　－Ｒ１７、Ｒ１８、
Ｒ１９は同一又は異なる、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２

アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリア
ルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、及びこれらの混合物から成る群から選
択され、
　－Ｚ１及びＺ２は、少なくとも２個の炭素原子を有し、
　－Ｙは２級又は３級アミンであり、
　－ｅは１～６であり、
　－ｍは前記陽イオン性の二価の有機部分に関連する正電荷の数であり、これは２以上で
あり、
　－Ａは陰イオンである）
【請求項１０】
　請求項１に記載の布地保護組成物を含んでなる布地保護システムであって、該システム
が、しわを減少及び／若しくは予防し、並びに／又は布地基材に、布地感触利益及び／若
しくは形状保持利益及び／若しくは形状回復及び／若しくは伸縮性及び／若しくはアイロ
ンかけ易さ利益及び／若しくは香料利益を付与することを特徴とする、布地保護システム
。
【請求項１１】
　基材と、請求項１に記載の布地保護組成物を、該基材が処理されるように接触させる工
程を含んでなる、処理の必要な基材を処理する方法。
【請求項１２】
　前記結晶性のヒドロキシル含有安定剤が、
　ｉ）Ｒ１ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＲ２）ＣＨ２ＯＲ３（式中、Ｒ１は－Ｃ（Ｏ）Ｒ４であり、
Ｒ２はＲ１又はＨであり、Ｒ３はＲ１又はＨであり、Ｒ４は独立に少なくとも一つのヒド
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ロキシル基を含むＣ１０～Ｃ２２アルキル又はアルケニルである）、
　ｉｉ）
【化５】

（式中、Ｒ７は
【化６】

Ｒ４は上記ｉ）で定義した通りであり、ＭはＮａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ＋＋若しくはＡｌ３＋、
又はＨである）、および
　ｉｉｉ）これらの混合物
から成る群から選択される式を有する、請求項１に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
本出願は、米国特許法１１９条（ｅ）項に基づき、２０００年８月２８日に出願された米
国仮出願第６０／２２８，１７０号（代理人整理番号８２２５Ｐ）、２０００年１０月２
７日に出願された米国仮出願６０／２４３，８２５号（代理人整理番号８２２５Ｐ２）、
２０００年１１月１５日に出願された米国仮出願第６０／２４９，０５９号（代理人整理
番号８２２５Ｐ３）、及び２００１年２月１２日に出願された米国仮出願第６０／２６８
，１７４号（代理人整理番号８２２５Ｐ４）の優先権を主張する。
【０００２】
（発明の分野）
本発明は、布地保護の改善のために配合される優れた陽イオン性シリコーンを含んでなる
家庭用洗濯のためのシステム、組成物及び方法に関する。
【０００３】
（発明の背景）
消費者が布地を洗濯する場合、消費者は洗浄性において優れていることを所望するだけで
なく、布地保護又は衣類保護に優れていることも要求する。このような保護は、以下の一
つ以上の性質に代表され得る：優れた衣類外観；布地の感触などの優れた触感特性；布地
柔軟性；衣類における折りしわ（creases）又はしわの減少、除去、又は予防；アイロン
の優れたかけ易さ；衣類の形状保持及び／又は形状回復；及び布地伸縮性。
【０００４】
家庭での洗濯においては布地保護をもたらすために、特に産業織物仕上げ工程に比べて独
特で顕著な試みがされている。
【０００５】
当該技術分野における進展にもかかわらず、特に家庭での洗濯においては布地保護を改善
する必要がある。特に、陽イオン性シリコーン及び他の添加剤を選択することに関して重
要な未解決の問題が残っているので、これらの組み合わせでは妥当なレベルの布地保護を
与えられない。組成物が洗濯洗剤である場合、優れた洗浄性及び配合安定性又は柔軟性と
同時に優れた布地保護が得られるように、洗剤添加剤と選択された陽イオン性シリコーン
とを組み合わせるのは特に困難なままである。
【０００６】
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それ故に、本発明の目的は、上述したような技術的問題を解決し、優れた布地保護を与え
る特別に選択された陽イオン性シリコーン及び他の添加剤を有するシステム、組成物、及
び方法を提供することにある。
【０００７】
（発明の概要）
本発明は上記で明らかにされた技術的問題を解決する。特に、本明細書の目的を達成し、
家庭での洗濯において優れた布地保護を与える組成物、システム、及び方法を提供する。
【０００８】
本発明の必須要素は、後で詳細に規定される特定の陽イオン性シリコーンを選択すること
であり、これは家庭での洗濯において優れた布地保護を与えることができる。
【０００９】
本発明において同じく重要なことは、家庭での布地保護用組成物、システム、及び方法に
選択されたシリコーンを導入できるようにしたことである。
【００１０】
本発明は、特定の実施形態に従う以下の一つ以上の性質に代表されるような一つ以上の観
点からの優れた布地保護又は衣類保護を含む多数の利点を有する：優れた衣類外観；優れ
た触感特性、優れた布地の感触；布地柔軟性；衣類における折りしわ又はしわの減少、除
去又は予防；アイロンの優れたかけ易さ；衣類の形状保持及び／又は形状回復；及び布地
伸縮性。さらに本発明は、正確な実施形態によっては、提供される家庭用洗濯組成物の優
れた配合柔軟性及び／又は配合安定性を含むその他の利点を有する。
【００１１】
本発明は、例えば、使用間際に混合される多画配合物と同様に、１回用量の液体洗濯洗剤
などの幅広い形態及びタイプの組成物及び製品を得るための工程又は方法などの他の派生
的効果も含む。
【００１２】
本発明には意外な発見が含まれており、例えば、意外にも、陽イオン性シリコーンの選択
及び添加剤の配合の双方を適切に考慮をすると、多様な布地保護利益の相互作用に関連す
るためか、又は別名香料物質のより一層の付着などの布地保護と他の審美利益との組み合
わせに関連するためか、予測できない優れた布地保護を得ることができ、及び／又は家庭
用洗濯製品に対する消費者の許容が得られることを見出した。さらに、本発明で見出され
たような家庭用洗濯における優れた布地保護又は衣類保護利益は、本明細書の製品が異な
る様式で使用される場合の利益、例えば、自動洗濯機で洗濯する前の処理（プレ処理利益
）、処理中の利益及び後処理利益（発明品を器具内又は器具外ですすぎに使用するか、又
は布地若しくは衣類の脱水若しくは乾燥に使用する場合に得られる利益を含む）を予想外
にも含み得る。管理に関する利益、すなわち、従来の洗剤を含んでなる製品システムの使
用から、本発明の組成物及びそれと共に使用される特別に配合された組成物の使用を含ん
でなる製品システムへの移行利益がさらに見出されている。
【００１３】
本発明は、以下を含んでなる組成物を含む：（Ｉ）一つ以上のポリシロキサン、好ましく
はポリジメチルシロキサン単位、好ましくは二つ以上のこのような単位、及び一つ以上、
好ましくは二つ以上の四級窒素部分を含んでなる陽イオン性シリコーンポリマー、後者の
二つ以上の四級窒素部分は、好ましくは共有的に結合し、オルガノシリコーンを含まない
部分の各々が二つ以上の四級窒素原子を含んでなるようなオルガノシリコーンを含まない
部分を形成する。本発明は、陽イオン性シリコーンポリマーが新規であるような実施形態
を包含する（特に以下の構造２を参照のこと）。
【００１４】
さらに、選択された陽イオン性シリコーンポリマーが、本発明の好ましい実施形態におい
てと同様に、当該技術分野から既知である場合は、組成物は以下から成る群から選択され
る一つ以上の洗濯添加剤（ＩＩ）も含んでなる：（ａ）安定剤、好ましくは増粘化安定剤
、より好ましくは結晶性のヒドロキシル含有安定剤、さらにより好ましくはトリヒドロキ
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システアリン、硬化油又はその変更物；（ｂ）窒素を含まない非イオン性界面活性剤；（
ｃ）窒素含有洗浄性界面活性剤、好ましくは陽イオン性窒素含有洗浄性界面活性剤、アミ
ンオキシド界面活性剤、アミン及びアミド官能性洗浄性界面活性剤（後者は脂肪族アミド
アルキルアミン類を含む）及びこれらの混合物から選択される；（ｄ）カップリング剤、
好ましくは脂肪族アミン類、１，４－シクロヘキサンジメタノール及びこれらの混合物か
ら成る群から選択されるメンバー；（ｅ）洗浄性ビルダー、好ましくは水溶性有機ビルダ
ーから選択される；（ｆ）布地直接香料；（ｇ）不堅牢染料及び／又は陰イオン性界面活
性剤及び／又は汚れを捕捉するための捕捉剤、この捕捉剤は陰イオン性染料の固着剤、陰
イオン性界面活性剤の錯化剤、粘土汚れ制御剤及びこれらの混合物から成る群から選択さ
れる；（ｈ）布地柔軟剤；（ｉ）洗浄性酵素；（ｊ）キレート剤；（ｋ）溶媒系；（ｌ）
発泡系；（ｍ）コーティング剤又はカプセル化剤、並びに（ｎ）これらの混合物。
【００１５】
本発明の好ましい実施形態は、組成物の約０．００１重量％～約１０重量％、好ましくは
約０．００１重量％～約５重量％の陽イオン性シリコーン、さらに全体では組成物の少な
くとも約１重量％、好ましくは少なくとも約１０重量％の洗濯添加剤を含んでなる組成物
を含み、ある実施形態では少なくとも安定剤；別の実施形態では安定剤及びビルダー；別
の実施形態では少なくともビルダー及び布地柔軟剤；別の実施形態では少なくともビルダ
ー及び捕捉剤を含んでなり、並びにさらに別の実施形態ではさらに水及び少なくとも一つ
、好ましくは二つの有機溶媒を含んでなる溶媒系又は有機溶媒並びにカップリング剤の少
なくとも一つとそれらとの組み合わせを含んでなる。
【００１６】
本発明のより好ましい実施形態は、少なくとも約０．０１重量％、好ましくは約０．０１
重量％～約２０重量％の陽イオン性シリコーン、さらに以下の各々を有する組成物を含む
：結晶性のヒドロキシル含有安定剤；窒素を含まない非イオン性の洗浄性界面活性；陰イ
オン性染料の固着剤；水及び有機溶媒を含んでなる溶媒系；及び洗浄性ビルダー。意外に
も、これらの組み合わせはさらに陰イオン性界面活性剤及び／又は石鹸と組み合わせるこ
とができる。
【００１７】
他の好ましい実施形態は、陽イオン性シリコーン、及びさらに一つ、好ましくは少なくと
も二つの以下を有する組成物を含む：陽イオン性シリコーンの安定剤；布地直接香料；不
堅牢染料及び／又は陰イオン性界面活性剤を捕捉するために選択された捕捉剤；及び発泡
系。
【００１８】
本明細書の好ましい方法は、家庭での使用に好適な布地を処理する方法、特に繊維及び布
地の種類と本発明の組成物との異質の組み合わせを含んでなる衣類洗濯物の形態としての
布地を処理する方法を含む。
【００１９】
本発明の目的、特徴、及び利点は、以下の詳細な説明、実施例、及び添付した請求の範囲
からさらに支持される。
【００２０】
本明細書のすべてのパーセント、割合、及び比率は、指示がない限り希釈されていない組
成物の重量を基にする。本明細書において引用したすべての文書は参考として本明細書に
組み入れる。
【００２１】
（詳細な説明）
定義－用語「陽イオン性シリコーンポリマー」及び「陽イオン性シリコーン」とは、本発
明の必須成分である選択されたシリコーンのことを言うのに交換可能に使用される。好ま
しい陽イオン性シリコーンは、より詳細には、例えば「水と非混和性の陽イオン性シリコ
ーンランダムブロックコポリマー」を含むように設定されてもよい。本発明の選択に従う
陽イオン性シリコーンポリマーは、以下に完全に定義される。
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【００２２】
本明細書に用いられる「システム」は、共通の計画に供されるか、あるいは共通の目的を
与える多数の部分で形成された単一体を意味する。その部分は、物質、組成物、装置、器
具、手順、方法、又は条件であることができる。さまざまな部分及び／又はさまざまな種
類の部分は、異なるシステムを特徴づけることができる。
【００２３】
本明細書で使用する時、用語「添加剤」とは、本組成物において陽イオン性シリコーンポ
リマーと共に用いるように選択された任意の液体、固体、又は気体物質のことを言う。添
加剤は、必ずというわけではないが、好ましくは陽イオン性シリコーンポリマー及び本発
明の組成物中に存在する他の成分と本質的に適合性である。添加剤が本質的に適合性でな
い場合、添加剤は、製造工程における添加順序を変更するなどの種々の技術によって、カ
プセル化によって、使用する際に混合される多成分組成物を使用することなどによって、
含まれてもよい。
【００２４】
本明細書に用いられる「処理された基材」とは、本発明の選択された陽イオン性シリコー
ンを有する組成物によって、そこに付与されるような本明細書に記載の一つ以上の布地保
護利益を有する基材、特に布地又は衣類を意味する。
【００２５】
「二価の部分」又は「二価のヒドロカルビル」などの句中に使用される用語「二価の」と
は、それを構造に結合させるために利用できる二価の共有結合原子価を有する部分のこと
を言う。例えば、このような部分としては－（ＣＨ２）６－がある。
【００２６】
布地保護組成物の「有効量」、好ましくは約０．０１重量％から、より好ましくは約０．
１重量％から、さらにより好ましくは約１重量％～約２０重量％、より好ましくは約１５
重量％まで、さらにより好ましくは約１０重量％まで、なおさらにより好ましくは約７重
量％まで、最も好ましくは約５重量％までの本発明の一つ以上の陽イオン性シリコーンポ
リマーは、処理の必要な種々の布地を洗濯及び／又は香りつけするのに有用な組成物中に
含まれる。本明細書で使用する時、物質又は組成物の「有効量」とは、意図する目的を達
成するのに必要な量、例えば、布地物品／基材に所望のレベルの布地保護利益を付与する
のに必要な量である。
【００２７】
組成物の形態－組成物、特に本発明の布地保護組成物は、液体（水性又は非水性）、顆粒
、ペースト、粉末、スプレー、泡、錠剤、ジェルなどの任意の形態であってもよい。カプ
セル化及び／又は１回用量の組成物は、二つ以上に分離しているが組み合わせて配給可能
な部分を形成する組成物として含まれる。顆粒状組成物は、「コンパクト」又は「低密度
」の形態であることができ、液体組成物は、「濃縮された」又は希釈形態であることもで
きる。本発明の好ましい布地保護組成物は、液体、より好ましくは頑固な汚れ用液体布地
保護組成物、及び絹、羊毛などを含む繊細な布地を洗浄するための液体洗剤を含む。与え
られた組成物と水とを広範囲の割合で混合することによって形成される組成物も含まれる
。
【００２８】
本発明の布地保護組成物及び／又は香料組成物は、スプレー組成物の形態であってもよく
、好ましくは好適なスプレーディスペンサー内に収容されていてもよい。
【００２９】
形態に関連する本発明の組成物の使用－本明細書で使用する時、「布地保護組成物」は、
布地保護添加組成物を含む手洗い用、洗濯機用及びその他の用途の布地保護組成物、並び
に汚れた布地の含浸及び／又はプレ処理における使用に好適な組成物を含む。
【００３０】
本明細書においては布地保護組成物について具体的に議論するが、本発明は、天然繊維及
び合成繊維の双方を処理、洗浄、コンディショニング、及び／又は回復するのに使用され
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、本発明の陽イオン性シリコーンを含んでなる組成物も包含する。
【００３１】
香料組成物－本組成物は、以下で完全に定義される布地直接香料、及び本発明の洗濯又は
布地保護組成物への使用が教示される陽イオン性シリコーンポリマーを含んでなる、本発
明の香料組成物を含む。
【００３２】
本発明の香料組成物は、好ましくは本発明の布地保護組成物中に導入される。
例えば、本発明の香料組成物は、本発明の布地保護組成物に添加する前にプレ混合されて
もよい。
布地保護組成物における香料組成物の濃度は、典型的には、布地保護組成物の約０．００
０１重量％～約０．２重量％又はそれ以上、例えば、約１０重量％まで；好ましくは約０
．０００２重量％～約０．８重量％、より好ましくは約０．００３重量％～約０．６重量
％、最も好ましくは約０．００５重量％～約０．５重量％である。
【００３３】
本発明の香料組成物中の布地直接香料成分の濃度は、通常、組成物の約０．０００１重量
％（より好ましくは０．０１重量％）～約９９重量％、好ましくは約０．０１重量％～約
５０重量％、より好ましくは約０．２重量％～約３０重量％、さらにより好ましくは約１
重量％～約２０重量％、最も好ましくは約２重量％～約１０重量％の香料組成物である。
【００３４】
陽イオン性シリコーン－本発明の使用に選択される陽イオン性シリコーンポリマーは、一
つ以上のポリシロキサン単位、好ましくは式－｛（ＣＨ３）２ＳｉＯ｝ｎ－の、重合度ｎ
が５０～２００のポリジメチルシロキサン単位、並びに少なくとも一つのジ四級化（diqu
aternary）単位を含んでなるオルガノシリコーンを含まない単位を含んでなる。本発明の
好ましい実施形態において、選択された陽イオン性シリコーンポリマーは、０．５０～１
．０重量画分の、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－１，６－ヘキサンジアンモニウム
単位から選択される前記オルガノシリコーンを含まない単位を有する。
【００３５】
選択された陽イオン性シリコーンポリマーは、０．０～０．２０重量分率までの（特定の
実施形態においては０でない量の、－ＮＨＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（ＡＯ）ａＣＨ２ＣＨ
（ＣＨ３）ＮＨ－単位（式中、ＡＯはエチレンオキシ、プロピレンオキシ及びこれらの混
合物を表し、ａは５～７０である）で表されるオルガノシリコーンを含まない全単位を含
有することもできる。
【００３６】
選択された陽イオン性シリコーンポリマーは、０．０～０．２０までの重量分率の（特定
の実施形態においては０でない量の）、－ＮＲ３＋（式中、Ｒはアルキル、ヒドロキシア
ルキル、又はフェニルである）で表されるオルガノシリコーンを含まない全単位を含有す
ることもできる。これらの単位は末端キャップとして考えることができる。
【００３７】
さらに、選択された陽イオン性シリコーンポリマーは、一般に、四級部分の電荷を釣り合
わせるために無機及び有機陰イオンから選択される、より好ましくは飽和及び不飽和Ｃ１

～Ｃ２０カルボキシレート類、及びこれらの混合物から選択される陰イオンを含み、その
ため、陽イオン性シリコーンポリマーは四級の電荷が釣り合う割合でこのような陰イオン
も含んでなる。
【００３８】
概念的に、本明細書の選択された陽イオン性シリコーンポリマーを、ポリシロキサン単位
で構築された布地に対して直接的ではないが、表面エネルギーを改変する「ループ（loop
s）」及び布地に直接的な「フック（hooks）」を含む非架橋又は「直鎖状」ブロックコポ
リマーとして考えるのが有用である。好ましい種類の選択された陽イオン性ポリマー（以
下で構造１として記載される）は、一つのループと二つのフックを含んでなるものとして
考えられ；別の極めて好ましいものは、二つ以上、好ましくは三つ以上の「ループ」、及
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び二つ以上、好ましくは三つ以上の「フック」を含んでなり（以下で構造２ａ及び２ｂと
して記載される）、更に別のもの（以下で構造３として記載される）は、一つの「フック
」から吊り下げられた二つの「ループ」を含んでなる。
【００３９】
陽イオン性シリコーンポリマーの本選択において特に重要なものは、「フック」がケイ素
を含有せず、各「フック」が少なくとも二つの四級窒素原子を含んでなるものである。
【００４０】
好ましい陽イオン性シリコーンポリマーの本選択における当該のものは、四級窒素が「ペ
ンダント」又は「主鎖」から「ぶら下がった（dangling）」構造を形成する部分に導入さ
れるような代替構造及びそれほど好ましくない構造と対照区別して、四級窒素が「直鎖状
」ポリマーの「主鎖」に優先的に位置するものが挙げられる。
【００４１】
この構造は、荷電していない末端部分によって、又は荷電する場合には、部分－ＮＲ３＋
（式中、Ｒはアルキルである）のように唯一の四級窒素原子を含んでなり得る末端部分に
よって、完結している。その上、特定の割合で非四級化シリコーンを含まない部分、例え
ば、上記で記載されるような－ＮＨＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（ＡＯ）ａＣＨ２ＣＨ（ＣＨ

３）ＮＨ－部分が存在することもできる。
【００４２】
無論、示された概念的なモデルは、布地利益剤としての所望の作用を実質的に妨害しない
ならば、選択された陽イオン性シリコーンポリマーに存在できる他の部分（例えば、コネ
クター部分）を限定することは意図しない。
【００４３】
より詳細には、本明細書の陽イオン性シリコーンポリマーは、一つ以上のポリシロキサン
単位及び一つ以上の四級窒素部分を有し、これは陽イオン性シリコーンポリマーが以下の
式を有するようなポリマーを含む：（構造１）
【化１２】

構造１
式中、
－Ｒ１は、独立に、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルア
リール、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、
－Ｒ２は独立に、一つ以上の酸素原子を含有してよい二価の有機部分（このような部分は
、好ましくはＣ及びＨ又はＣ、Ｈ及びＯから本質的に成る）から成る群から選択され、
－Ｘは独立に、開環エポキシド類から成る群から選択され、
－Ｒ３は独立に、式
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

（式中、Ｍ１は二価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２

アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒド
ロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、又は（ポリ）アルコキシアルキルである）を
有するポリエーテル基から選択され、
－Ｚは独立に、少なくとも一つの四級化された窒素原子を含んでなる一価の有機部分から
成る群から選択され、
－ａは２～４であり；－ｂは０～１００であり；－ｃは１～１０００、好ましくは２０超
過、より好ましくは３０超過、さらにより好ましくは５０超過、好ましくは５００未満、
より好ましくは３００未満、さらにより好ましくは２００未満、最も好ましくは約７０～
約１００であり、
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－ｄは０～１００であり；－ｎは陽イオン性シリコーンポリマーと関連する正電荷の数で
あり、これは２を超えるか、又は２に等しく；－Ａは一価の陰イオンである。
【００４４】
構造１の陽イオン性シリコーンポリマーの好ましい実施形態において、Ｚは独立に以下か
ら成る群から選択される：
【化１３】

（ｖ）少なくとも一つの四級窒素原子を含み、置換又は非置換の、一価の芳香族又は脂肪
族複素環基
式中
－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同一又は異なる、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニ
ル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキシア
ルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、及びこれらの混合物か
ら成る群から選択され、
－Ｒ１５は－Ｏ－又はＮＲ１９であり、
－Ｒ１６は二価の炭化水素残基であり、
－Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９は同一又は異なる、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アル
ケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキ
シアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル、及びこれらの混合
物から成る群から選択され、
－ｅは１～６である。
【００４５】
極めて好ましい実施形態において、本明細書の陽イオン性シリコーンポリマーは、一つ以
上のポリシロキサン単位及び一つ以上の四級窒素部分を有し、陽イオン性シリコーンポリ
マーが以下の式を有するようなポリマーを含む：（構造２ａ）
構造２ａ：以下の交互単位で構成される陽イオン性シリコーンポリマー：
（ｉ）以下の式のポリシロキサン
【化１４】

及び
（ｉｉ）少なくとも二つの四級化された窒素原子を含む二価の有機部分。
【００４６】
構造２ａは、記載された式のポリシロキサンと二価の有機部分との双方の交互の組み合わ
せを含んでなり、この二価の有機部分は、上述の好ましい「フック」に対応するオルガノ
シリコーンを含まない部分であることに留意されたい。
【００４７】
本発明の好ましい陽イオン性シリコーンポリマーにおいて、
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－Ｒ１は独立に、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリ
ール、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、
－Ｒ２は独立に、一つ以上の酸素原子を含有してよい二価の有機部分から成る群から選択
され、
－Ｘは独立に、開環エポキシド類から成る群から選択され、
－Ｒ３は独立に、式
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

（式中、Ｍ１は二価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２

アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒド
ロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、又は（ポリ）アルコキシアルキルである）を
有するポリエーテル基から選択され、
－ａは２～４であり；－ｂは０～１００であり；－ｃは１～１０００、好ましくは２０超
過、より好ましくは３０超過、さらにより好ましくは５０超過、好ましくは５００未満、
より好ましくは３００未満、さらにより好ましくは２００未満、最も好ましくは約７０～
約１００であり；－ｄは０～１００である。
【００４８】
構造２ａの陽イオン性シリコーンポリマーのさらにより極めて好ましい実施形態において
、陽イオン性シリコーンポリマーは構造式２ｂを有し、この式では、構造２ａとして上記
で記載される式のポリシロキサンが、以下から成る群から選択される陽イオン性の二価の
有機部分と共に存在する：
【化１５】

（ｄ）少なくとも一つの四級窒素原子を含有し、置換又は非置換の二価の芳香族又は脂肪
族複素環基、及び
（ｉｉｉ）任意選択的に、以下の式のポリアルキレンオキシド
【化１６】

及び
（ｉｖ）任意選択的に、以下から成る群から選択され、末端基として使用される陽イオン
性の一価有機部分
【化１７】
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　（ｖ）少なくとも一つの四級窒素原子を含有し、置換又は非置換の、一価の芳香族又は
脂肪族複素環基
（式中、
－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は同一又は異なる、Ｃ１～２２

アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアル
キル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシア
ルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、又はＲ４及びＲ６、若しくはＲ５

及びＲ７、若しくはＲ８及びＲ１０、若しくはＲ９及びＲ１１は架橋アルキレン基の成分
であってもよく、
－Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４は同一又は異なる、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニ
ル、Ｃ６～２２アルキルアリール、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキ
シド、（ポリ）アルコキシアルキル基、及びこれらの混合物から成る群から選択され、
－Ｒ１５は、－Ｏ－又はＮＲ１９であり、
－Ｒ１６及びＭ１は同一又は異なる二価の炭化水素残基であり、
－Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ１９は同一又は異なる、Ｈ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アル
ケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒドロキ
シアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシアルキル及びこれらの混合物
から成る群から選択され、
－Ｚ１及びＺ２は、少なくとも二つの炭素原子を有し、任意選択的にヒドロキシル基を含
有する同一又は異なる二価の炭化水素基であり、この炭化水素基は１～数個のエーテル基
、エステル基又はアミド基によって中断されていてもよく、
－Ｙは二級又は三級アミンであり、
－ｅは１～６であり、
－ｍは陽イオン性の二価の有機部分と関連する正電荷の数であり、これは２以上であり、
－Ａは陰イオンである。
【００４９】
構造２ｂは記載された式のポリシロキサンと二価の有機部分との双方の交互の組み合わせ
を含み、この二価の有機部分は上記の一般的な説明における好ましい「フック」に対応す
るオルガノシリコーンを含まない部分であることに留意されたい。
【００５０】
さらに、構造２ｂは、任意のポリアルキレンオキシ部分及び／又は末端基部分が存在する
か、又は存在しないようないずれの実施形態も含む。
【００５１】
さらに異なる実施形態において、本明細書の陽イオン性シリコーンポリマーは、一つ以上
のポリシロキサン単位及び一つ以上の四級窒素部分を有し、これは陽イオン性シリコーン
ポリマーが以下の式を有するようなポリマーを含む：（構造３）
【化１８】
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構造３
式中、
－Ｒ１は独立に、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリ
ール、アリール、シクロアルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、
－Ｒ２は独立に、一つ以上の酸素原子を含有してよい二価の有機部分から成る群から選択
され、
－Ｘは独立に、開環エポキシド類から成る群から選択され、
－Ｒ３は独立に、式
－Ｍ１（ＣａＨ２ａＯ）ｂ－Ｍ２

（式中、Ｍ１は二価の炭化水素残基であり、Ｍ２はＨ、Ｃ１～２２アルキル、Ｃ２～２２

アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアルキル、Ｃ１～２２ヒド
ロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド又は（ポリ）アルコキシアルキルである）を有
するポリエーテル基から選択され、
－Ｘは独立に、開環エポキシド類から成る群から選択され、
－Ｗは独立に、少なくとも一つの四級化された窒素原子を含んでなる、二価の有機部分か
ら成る群から選択され、
－ａは２～４であり；
－ｂは０～１００であり；
－ｃは１～１０００、好ましくは２０超過、より好ましくは３０超過、さらにより好まし
くは５０超過、好ましくは５００未満、より好ましくは３００未満、さらにより好ましく
は２００未満、最も好ましくは約７０～約１００であり、
－ｄは０～１００であり；
－ｎは陽イオン性シリコーンポリマーと関連する正電荷の数であり、これは１以上であり
、
－Ａは一価の陰イオン、換言すれば好適な対イオンである。
【００５２】
構造３の好ましい陽イオン性シリコーンポリマーにおいて、Ｗは
【化１９】

（ｄ）少なくとも一つの四級窒素原子を含み、置換又は非置換の二価の芳香族又は脂肪族
複素環基
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から成る群から選択され、
－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１は同一又は異なる、Ｃ１～２２

アルキル、Ｃ２～２２アルケニル、Ｃ６～２２アルキルアリール、アリール、シクロアル
キル、Ｃ１～２２ヒドロキシアルキル、ポリアルキレンオキシド、（ポリ）アルコキシア
ルキル、及びこれらの混合物から成る群から選択され、又は式中、Ｒ４及びＲ６、若しく
はＲ５及びＲ７、若しくはＲ８及びＲ１０、若しくはＲ９及びＲ１１は架橋アルキレン基
の成分であってもよく、
－Ｚ１及びＺ２は少なくとも２個の炭素原子を有し、任意選択的にヒドロキシル基を含有
する同一又は異なる二価の炭化水素基であり、この炭化水素基は１～数個のエーテル基、
エステル基又はアミド基によって中断されていてもよい。
【００５３】
合成例
既知でもなく、市販もされていない場合、本明細書の陽イオン性シリコーンポリマーは従
来技術により調製できる。以下は本発明の陽イオン性ポリマーを製造する方法の非限定的
な例である。
【００５４】
合成例１
以下の式を有するエポキシシロキサン：
【化２０】

（３３．７ｇ、０．１モル）及びＮ－メチルピペリジンをイソプロパノール中（４０ｍＬ
）中で混合し、７時間還流した後、減圧下で溶媒を除去し、以下の式を有するほぼ定量的
な量のアミノシロキサンを得る：
【化２１】

プロパルギルアルコール（４９７ｇ、８．８７モル）を室温、窒素下で攪拌しつつ、１時
間かけて、α－クロロアセチルクロリド（９５５ｇ、８．４５モル）を滴下する。添加中
、温度を６０℃に昇温し、ＨＣｌガスの発生を促進する。混合物は黒ずみ、１３０℃で１
時間加熱する。分別蒸留により８９１ｇのプロパルギルα－クロロアセテート（沸点１７
９～１８１℃）を得る。
【００５５】
プロパルギルα－クロロアセテート（２６．５ｇ、０．２モル）及び米国特許第３，２２
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０，９７２号に記載の、３．４３％のＰｔを含有するラモレアックス（Lamoreaux）坦持
触媒（４４ｍｇ）を窒素下、室温で組み合わせる。３０分かけて１，１，１，３，５，５
，５－ヘプタメチルトリシロキサンを添加し、６０℃に昇温し次いで最終的に４時間かけ
て温度を１００℃まで加熱する。
【００５６】
２ｈｐａで１２０℃までの留出物を留去し、以下の式を有する８５％純度の黄色の液体（
６４．５ｇ）を得る：
【化２２】

上記で得られたピペリジンシロキサン（２１．８ｇ、０．０５モル）、及びクロロエステ
ルシロキサン（１７．７ｇ、０．０５モル）を、窒素雰囲気下、メチルプロピルケトン（
５０ｍＬ）に懸濁させ、６時間還流する。続いて、４ｈＰａで１００℃までの不純物を留
去し、以下の式を有する茶色の残基３５．７ｇを得る：
【化２３】

【００５７】
合成例２
以下の式を有するエポキシシロキサン（２１１．１ｇ、０．１５モル）及びＮ－メチルピ
ペラジン（１５．２ｇ、０．１５モル）をイソプロパノール（２２５ｍＬ）中で混合し、
９０℃まで４時間かけて加熱し、α，ω－アミノシロキサンを得る：
【化２４】

溶媒を蒸留により除去して２１７ｇの透明生成物を得る。
【００５８】
３００ｇ／モル（１分子あたり平均６．４のエチレンオキシ単位）（１５０ｇ、１モル当
量のーＯＨ単位）の平均分子量を有するポリエチレングリコールに、３－クロロプロピオ
ン酸クロリド（１５２．４ｇ、１．２モル）を、窒素下で３０分間かけて添加する。温度
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を７０℃まで昇温し、多量のＨＣｌガスを確実に発生するようにする。１２０℃で反応を
３０分間続け、その後、２０ｈＰａで１２０℃までの不純物を留去し、以下の式を有する
化合物を得る：
【化２５】

α，ω－アミノシロキサン（１９．６１ｇ、６．５ｍモル）及びα，ω－クロロプロピオ
ン酸グリコールエステル（３．１２ｇ、６．５ｍモル）を窒素雰囲気下でイソプロパノー
ル（５０ｍＬ）中で混合し、１２時間還流する。
次いで、２０ｈＰａで７０℃までの不純物を留去し、以下の式を有する化合物２１．６ｇ
を得る：
【化２６】

【００５９】
合成例３
以下の式を有するエポキシシロキサン（１８１．３ｇ、０．５モル）を、イソプロパノー
ル（１００ｍＬ）中でＮ－メチルピペラジン（１０１．２ｇ、１モル）と反応させる。
【化２７】

不純物を２０ｈＰａ、１００℃までで留去し、薄い茶色の透明な残基のα，ω－アミノシ
ロキサン２７６ｇを得る。α，ω－アミノシロキサン（６．２ｇ、１１ｍモル）及び実施
例Ｂからのα，ω－アミノシロキサン（３３．２１ｇ、１１ｍモル）を実施例Ｂからのα
，ω－クロロプロピオン酸グリコールエステル（１０．５９ｇ、２２ｍモル）と混合し、
窒素雰囲気下、イソプロパノール（５０ｍＬ）中に懸濁させ、１０時間還流する。
２０ｈＰａで４０℃までの溶媒及び物質を留去し、以下の平均式を有する茶色のワックス
状化合物４８．７ｇを得る：
【化２８】

【００６０】
好ましい布地保護添加剤
（ａ）安定剤－本発明の組成物は安定剤を含んでいてもよく、好ましくは安定剤を含んで
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いる。この成分の好適な割合は、組成物の約０．０１重量％～約２０重量％、より好まし
くは約０．１重量％～約１０重量％の範囲である。安定剤は、本組成物中の陽イオン性シ
リコーンを安定化させ、それが凝固及び／又はクリーム状になるのを妨ぐ。これは、本組
成物が流体形態であり、香料組成物の場合のように、頑固な汚れ又は繊細な布地衣類洗浄
用途のための液体又はジェル形態の洗濯洗剤、及び洗濯洗剤以外の液体又はジェル形態の
布地処理物である場合に特に重要である。
【００６１】
本明細書に用いるのに好適な安定剤は増粘化安定剤から選択できる。これには、ゴム類及
びその他の同様の多糖類、例えば、ジェランガム、カラゲナンガム、その他の既知の種類
の増粘剤及び著しく多価の陰イオン種以外の流動性添加剤が挙げられ；従って、従来の粘
土は含まれない。
【００６２】
より好ましくは、安定剤は結晶性のヒドロキシル含有安定化剤、さらにより好ましくはト
リヒドロキシステアリン、硬化油又はこれらの変更物である。
【００６３】
理論に限定されることは意図しないが、結晶性の、ヒドロキシル含有安定化剤は、「糸状
構造系（thread-like structuring system）」の非限定的な例である。本明細書で使用さ
れる「糸状構造系」とは、化学的な網目構造を与え得る一つ以上の試薬を含んでなる系を
意味し、この網目構造は物質が結合して合体及び／又は相分離する傾向を低下させる。一
つ以上の試薬の例としては、結晶性の、ヒドロキシル含有安定化剤及び／又は硬化ホホバ
が挙げられる。界面活性剤は、糸状構造系の定義に含まれない。理論に束縛されることは
意図しないが、糸状構造系は、マトリックスの冷却時に繊維状又はもつれた糸状網目構造
をその場で形成すると考えられている。
【００６４】
糸状構造系は、約１．５：１、好ましくは少なくとも約１０：１～約２００：１の平均ア
スペクト比を有する。
【００６５】
糸状構造系は、中程度の剪断力範囲（５ｓ－１～５０ｓ－１）で約２０００ｃｐｓ以下の
粘度を有するように製造でき、この粘度では標準的なビンから洗剤を注ぐことができ、一
方製品の０．１ｓ－１での低剪断力粘度は、少なくとも約２０００ｃｐｓであるが、より
好ましくは約２０，０００ｃｐｓ超過であり得る。
【００６６】
本発明の糸状構造系により、保存及びひずみ安定性が改善された本発明の液体組成物が得
られ、この構造により液体組成物に使用時に利益を与える利益提供剤を使用できる。使用
される特定の系は陽イオン性シリコーンに適合性であることがわかっているのに対して、
その他のものは、例えば、ナトリウムモンモリロナイトなどの粘土を十分に含んでなる場
合は、そうでない。
【００６７】
本発明の糸状構造系を製造する方法は、水及び結晶性のヒドロキシル含有安定化剤の混合
物を、この結晶性のヒドロキシル含有安定化剤の融点を超えるまで加熱する工程、次いで
混合物を冷却しつつ、糸状構造系が形成されるように室温まで連続的に混合する工程を含
んでなる。
【００６８】
ある実施形態において、方法は、以下の工程を含んでなる結晶性のヒドロキシル含有安定
化剤の活性化を含んでなる：１）結晶性のヒドロキシル含有安定化剤、好ましくはプレミ
ックスの約０．１重量％～約５重量％を、水、好ましくはプレミックスの少なくとも約２
０重量％と、界面活性剤と、任意選択的に塩と組み合わせて、プレミックスを形成する工
程；２）工程１）で形成されたプレミックスを結晶性のヒドロキシル含有安定化剤の融点
を超えるまで加熱する工程；３）工程２）で形成された混合物を冷却しつつ、糸状構造系
が形成されるように室温まで混合物を攪拌する工程。
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【００６９】
工程１）で形成されたプレミックスはさらに界面活性剤を含んでなってもよい。
工程１）で形成されたプレミックスはさらにアミンオキシドを含んでなってもよい。
【００７０】
さらに詳細には、糸状構造系のこの製造方法は、プロクター・アンド・ギャンブルが所有
する米国特許第６，０８０，７０８号に見出され得る。
【００７１】
結晶性のヒドロキシル含有安定化剤は、通常、液体組成物の約０．１重量％～約１０重量
％、より典型的には約０．１重量％～約３重量％、最も典型的には約０．３重量％～約２
重量％の割合で本発明の液体組成物中に存在する。
【００７２】
結晶性のヒドロキシル含有安定化剤は、脂肪酸、脂肪酸エステル、又は脂肪族石鹸の水不
溶性ワックス状物質であることができる。
【００７３】
本発明に従う結晶性のヒドロキシル含有安定化剤は、好ましくはヒマシ油、特に硬化ヒマ
シ油誘導体である。例えば、ヒマシワックスである。
【００７４】
結晶性のヒドロキシル含有剤は、通常
ｉ）Ｒ１ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＲ２）ＣＨ２ＯＲ３、式中、Ｒ１は－Ｃ（Ｏ）Ｒ４であり、Ｒ
２はＲ１又はＨであり、Ｒ３はＲ１又はＨであり、Ｒ４は独立に少なくとも一つのヒドロ
キシル基を含んでなるＣ１０～Ｃ２２アルキル又はアルケニルであり、
（ｉｉ）
【化２９】

式中、Ｒ７は
【化３０】

Ｒ４は上記ｉ）で定義された通りであり、
ＭはＮａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ＋＋、Ａｌ３＋、又はＨであり、
ｉｉｉ）これらの混合物
から成る群から選択される。
【００７５】
あるいは、結晶性のヒドロキシル含有安定化剤は、式
ＣＨ３（ＣＨ２）ａＣＨＯＨ（ＣＨ２）ｘＣ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ（Ｏ）Ｃ（ＣＨ２）

ｙＣＨＯＨ（ＣＨ２）ｂＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｏ）Ｃ（ＣＨ２）ｚＣＨＯＨ（ＣＨ２）ｃＣ
Ｈ３

（式中、
（ｘ＋ａ）は１１～１７であり、（ｙ＋ｂ）は１１～１７であり、
（ｚ＋ｃ）は１１～１７であり、好ましくは、ｘ＝ｙ＝ｚは１０及び／又はａ＝ｂ＝ｃは
５である）
を有してよい。
【００７６】
市販されている結晶性のヒドロキシル含有安定化剤としては、レオックス（Rheox, Inc）
からのＴＨＩＸＣＩＮ（登録商標）が挙げられる。
【００７７】
本明細書に有用な他のそれほど好ましくない安定剤としては、ゴムタイプのポリマー類（
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例えば、キサンタンガム）、ポリビニルアルコール及びその誘導体、セルロース及びその
誘導体、及びタマリンドガム（好ましくはキシログルカンポリマー類からなる）、グアー
ガム、イナゴマメゴム（好ましくは、ガラクトマンナンポリマー類からなる）、及びその
他の産業ゴム類及びポリマー類が挙げられ、それらには、タラ（Tara）、コロハ、アロエ
、チーア（Chia）、アマニ、オオバコ種子、マルメロ種子、キサンタン、ジェラン、ウェ
ラン（welan）、ラムサン（rhamsan）、デキストラン、カードラン、プルラン、スクレロ
グルカン（scleroglucan）、シゾフィラン、キチン、ヒドロキシアルキルセルロース、ア
ラビナン（好ましくは、テンサイからのもの）、脱分枝されたアラビナン（好ましくはテ
ンサイからのもの）、アラビノキシラン（好ましくは、ライ麦及び小麦粉からのもの）、
ガラクタン（好ましくはルピナス及びポテトからのもの）、ペクチンガラクタン（pectic
 galactan）（好ましくはポテトからのもの）、ガラクトマンナン（好ましくはイナゴマ
メからのものであり、低粘度及び高粘度の双方を含む）、グルコマンナン、リケナン（好
ましくはアイスランドコケからのもの）、マンナン（好ましくはゾウゲヤシの果実からの
もの）、パチマン（pachyman）、ラムノガラクツロナン、アカシアガム、寒天、アラギネ
ート類、カラゲナン、キトサン、クラバン（clavan）、ヒアルロン酸、ヘパリン、イヌリ
ン、セルロデキストリン、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、デキストラン類、デ
キストリン類、エチルヒドロキシエチルセルロース（ＥＨＥＣ）、グアー、ヒドロキシエ
チルセルロース（ＨＥＣ）、ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、ヒドロキシブチ
ルセルロース（ＨＢＣ）、カラヤ（karaya）、ラーチ、メチルセルロース（ＭＣ）、タマ
リンド、シェログルカン（scleroglucan）、キサンタン、カルボキシメチルヒドロキシエ
チルセルロース（ＣＭＨＥＣ）、メトキシプロピルメチルセルロース（ＭＰＭＣ）、ヘキ
シルカルボキシメチルセルロース、Ｃ１２～Ｃ２０アルキルカルボキシメチルセルロース
、メチルヒドロキシエチルセルロース（ＭＨＥＣ）、メチルヒドロキシプロピルセルロー
ス（ＭＨＰＣ）、ヒドロキシエチルメチルセルロース（ＨＥＭＣ）、ヒドロキシプロピル
メチルセルロース（ＨＰＭＣ）、ヒドロキシブチルメチルセルロース（ＨＢＭＣ）、及び
これらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
安定剤は、好ましくは０．０１％～１０％、最も好ましくは０．１％～３％の割合で存在
する。
【００７８】
（ｂ）窒素を含まない非イオン性界面活性剤－本組成物は、この種の洗浄性界面活性剤を
導入する好ましい実施形態を含んでいてもよく、好ましくは含んでいる。この成分の好適
な割合は、組成物の約０．０１重量％～約８０重量％、より典型的には約０．１重量％～
約５０重量％、好ましくは約１重量％～約３０重量％の範囲である。この種の好適な界面
活性剤は、アルコキシレート類から調製でき、それには直鎖状又は分枝状ヒドロカルビル
部分を有する任意の好適な洗浄性アルコール類の、エチレンオキシド、プロピレンオキシ
ド、ブチレンオキシド、及び混合アルキレンオキシド縮合体が含まれる。例としては、Ｃ

８～Ｃ１８アルキル及び／又はアルキルアリールアルコキシレート類、特に約１～２２モ
ルのエチレンオキシドを含有するエトキシレート類が挙げられる。これには、いわゆる狭
いピークのアルキルエトキシレート類及びＣ６～Ｃ１２アルキルフェノールエトキシレー
ト類（alkyl phenol eyhoxylates）、特にノニルフェニルエトキシレート類が含まれる。
アルコール類は、一級、二級、ゲルベ、中鎖分枝又は他の任意の分枝種、特により生分解
性の高い種類であることもできる。市販の物質は、シェルケミカル（Shell Chemical）、
コンディア（Condea）、又はプロクター・アンド・ギャンブルから得ることもできる。こ
のような界面活性剤を使用する場合、本発明の組成物は、その約８０重量％まで、好まし
くは１重量％～約５０重量％、より好ましくは２重量％～約２０重量％の界面活性剤を含
有する。
【００７９】
本明細書に用いる他の非イオン性界面活性剤には、米国特許第４，５６５，６４７号（レ
ナド（Llenado）、１９８６年１月２１日発行）に開示され、約６～約３０個の炭素原子
、好ましくは約１０～約１６個の炭素原子を含有する疎水性基を有するアルキル多糖類、
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及び多糖類、例えば、約１．３～約１０多糖類単位を含有する親水性基を有するポリグリ
コシド類が挙げられるが、これらに限定されない。５～６個の炭素原子を含有する任意の
還元糖を使用できる。任意選択的に疎水性基が２－、３－、４－等の位置に結合されるこ
とにより、グルコシド又はガラクトシドに対立するものとしてグルコース又はガラクトー
スを生じる。
【００８０】
サッカライド間結合は、例えば、付加させるサッカライド単位の一つの位置と、元のサッ
カライド単位の２－、３－、４－、及び／又は６－位との間で形成させることができる。
好ましくは、アルキルポリグリコシド類は、式ＲＯ（ＣｎＨ２ｎＯ）ｔ（グリコシル）ｘ

を有し、式中、Ｒはアルキル、アルキルフェニル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシアル
キルフェニル、及びこれらの混合物からなる群より選択され、その場合にアルキル基は約
１０～約１８、好ましくは約１２～約１４の炭素原子を有し、ｎは２又は３、好ましくは
２であり、ｔは０～約１０、好ましくは０であり、ｘは約１．３～約１０、好ましくは約
１．３～約３、最も好ましくは約１．３～約２．７であり、グリコシルは好ましくはグル
コースから誘導される。
【００８１】
（ｃ）窒素含有洗浄性界面活性剤－この成分の適切な量は、存在する場合、組成物の約０
．０１重量％～約２０重量％、より好ましくは約０．１重量％～約１５重量％、通常約１
重量％～約１０重量％の範囲である。本明細書の窒素含有洗浄性界面活性剤は、好ましく
は陽イオン性窒素含有洗浄性界面活性剤、アミンオキシド界面活性剤、アミン及びアミド
官能性洗浄性界面活性剤（脂肪族アミドアルキルアミン類を含む）、並びにこれらの混合
物から選択される。窒素含有洗浄性界面活性剤は、通常、水溶性であり、シリコーン界面
活性剤を含まない。この種の異なる界面活性剤は種々の割合で組み合わせることができる
。
【００８２】
ｉ）陽イオン性窒素含有洗浄性界面活性剤－本発明の組成物の使用に好適な陽イオン性窒
素含有洗浄性界面活性剤は、通常水溶性であり、少なくとも一つの四級化された窒素及び
一つの長鎖ヒドロカルビル基を有する。このような陽イオン性界面活性剤の例としては、
水溶性アルキルトリメチルアンモニウム塩又はそのヒドロキシアルキル置換された類似体
、好ましくは、式Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋Ｘ－を有する化合物が挙げられ、式中、Ｒ１はＣ

８～Ｃ１６アルキルであり、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４の各々は、独立にＣ１～Ｃ４アルキル
、Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、ベンジル、及び－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘＨであり、式中、
ｘは２～５の値であり、Ｘは陰イオンである。Ｒ２、Ｒ３、又はＲ４の多くて一つはベン
ジルであるべきである。Ｒ１の好ましいアルキル鎖長は、Ｃ１２～Ｃ１５である。Ｒ２、
Ｒ３、及びＲ４に好ましい基はメチル及びヒドロキシエチル基であり、その陰イオンＸは
ハロゲン化物、メトサルフェート、アセテート、及びリン酸イオンから選択してもよい。
【００８３】
ｉｉ）アミンオキシド界面活性剤－この界面活性剤は以下の式を有する：Ｒ（ＥＯ）ｘ（
ＰＯ）ｙ（ＢＯ）ｚＮ（Ｏ）（ＣＨ２Ｒ’）２．ｑＨ２Ｏ（Ｉ）。
【００８４】
Ｒは比較的長鎖のヒドロカルビル部分であり、これは飽和又は不飽和、直鎖又は分枝であ
ることができ、約８～約２０個、好ましくは約１０～約１６個の炭素原子を含有でき、よ
り好ましくはＣ１２～Ｃ１６の一級アルキルである。Ｒ’は好ましくは水素、メチル及び
－ＣＨ２ＯＨから選択される短鎖部分である。ｘ＋ｙ＋ｚが０でない場合、ＥＯはエチレ
ンオキシ、ＰＯはプロピレンオキシ、ＢＯはブチレンオキシである。アミンオキシド界面
活性剤は、Ｃ１２～１４アルキルジメチルアミンオキシドとして記載される。
【００８５】
ｉｉｉ）アミン及びアミド官能性洗浄性界面活性剤－好ましいこれら界面活性剤の群は、
アミン界面活性剤、好ましくは、式ＲＸ（ＣＨ２）ｘＮＲ２Ｒ３を有するアミン界面活性
剤であり、式中、ＲはＣ６～Ｃ１２アルキルであり；ＸはＮＨ、ＣＯＮＨ、ＣＯＯ、若し
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くはＯから選択される架橋基であるか、又はＸは存在しなくてもよく；ｘは２～４であり
；Ｒ２及びＲ３はそれぞれ独立にＨ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又は（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ（
Ｒ４））であり、式中、Ｒ４はＨ又はメチルである。
【００８６】
特に好ましいこの種の界面活性剤としては、デシルアミン、ドデシルアミン、Ｃ８～Ｃ１

２ビス（ヒドロキシエチル）アミン、Ｃ８～Ｃ１２ビス（ヒドロキシイソプロピル）アミ
ン、Ｃ８～Ｃ１２アミドプロピルジメチルアミン、及びこれらの混合物からなる群から選
択されるものが挙げられる。
【００８７】
この界面活性剤の群としては、式ＲＣ（Ｏ）ＮＲ’２を有する脂肪酸アミド界面活性剤も
挙げられ、式中、Ｒは約１０～約２０個の炭素原子を含有するアルキル基であり、各Ｒ’
は短鎖部分であり、好ましくは水素及びＣ１～Ｃ４アルキル及びヒドロキシアルキルから
成る群から選択される。Ｃ１０～Ｃ１８Ｎ－アルキルポリヒドロキシ脂肪酸アミド類もま
た使用できる。典型的な例として、Ｃ１２～Ｃ１８Ｎ－メチルグルカミド類が挙げられる
。ＷＯ９２／０６１５４を参照のこと。
【００８８】
他の糖誘導型窒素含有非イオン性界面活性剤としては、Ｎ－アルコキシポリヒドロキシ脂
肪酸アミド類、例えば、Ｃ１０～Ｃ１８Ｎ－（３－メトキシプロピル）グルカミドが挙げ
られる。
【００８９】
（ｄ）カップリング剤－本明細書に用いるのに好適なカップリング剤としては、顕著な界
面活性剤の特性を有するもの以外、又は従来の溶媒（例えば、低級アルカノールアミン類
など）以外の脂肪族アミン類が挙げられる。これらのカップリング剤の例としては、ヘキ
シルアミン、オクチルアミン、ノニルアミン、及びこれらのＣ１～Ｃ３二級及び三級類似
体が挙げられる。この成分の割合は、存在する場合、組成物の約０．１重量％～約２０重
量％、より典型的には約０．５重量％～約５重量％の範囲であるのが好適である。
【００９０】
特に有用な種類のカップリング剤は、少なくとも５、好ましくは６個の脂肪族炭素原子に
よって互いに分離されている２個の極性基からなる分子から成る群から選択され、この種
類の好ましい化合物は窒素を含まず、これらには１，４シクロヘキサンジメタノール（Ｃ
ＨＤＭ）、１，６ヘキサンジオール、１，７ヘプタンジオール、及びこれらの混合物が含
まれる。
１，４－シクロヘキサンジメタノールは、そのシス構造、トランス構造、又は双方の構造
の混合物で存在していてもよい。
【００９１】
（ｅ）洗浄性ビルダー－一般に任意の既知の洗浄性ビルダーが本明細書で有用であり、そ
れには、ゼオライト類、層状シリケート類、アルカリ金属ポリホスフェート類などのホス
フェート類などの無機物種、及び特にシトレート、２，２－オキシジスクシネート、カル
ボキシメチルオキシスクシネート、ニトリロトリアセテートなどのアルカリ金属塩を含む
有機物種が挙げられる。比較的低分子量、例えば、約１，０００未満である、ホスフェー
トを含まない水溶性の有機ビルダーは、本明細書に用いるのに極めて好ましい。他の好適
なビルダーとしては、炭酸ナトリウム、及び種々のＳｉＯ２：Ｎａ２Ｏ含有量比、例えば
、１：１～３：１、通常２：１の比を有するナトリウムシリケート類が挙げられる。
【００９２】
（ｆ）布地直接香料－本発明の布地保護組成物及び香料組成物は、洗浄した布地に新鮮な
印象を提供する「香りのシグナル」を、心地よい匂いの形態で提供する香料を含んでなる
ことができる。布地直接香料成分は、組成物の約０．０００１重量％～約１０重量％の範
囲の割合で存在するのが好適であり、沸点（Ｂ．Ｐ．）により特徴付けられる。布地直接
香料成分は、通常の標準圧力である７６０ｍｍＨｇで測定した場合に、約２４０℃以上、
好ましくは約２５０℃以上の沸点を有する。好ましくは布地直接香料成分は、３超過、よ
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り好ましくは約３～約６のＣｌｏｇＰを有する。
【００９３】
本発明に用いられる好ましい香料組成物は、少なくとも二つ、好ましくは少なくとも三つ
、より好ましくは少なくとも４つ、さらにより好ましくは少なくとも５つ、さらにより好
ましくは少なくとも６つ、さらにより好ましくは少なくとも７つの異なる直接香料成分を
含有する。天然資源から得られる、最も一般的な香料成分は、多数の成分から成る。こう
した各物質が本発明の好ましい香料組成物の配合に用いられる場合、本発明の定義上は一
つの単一成分として数えられる。
【００９４】
本発明の組成物に用いるのに好適な布地直接香料成分の非限定的な例には以下が含まれる
：
２－シクロペンテン－１－オン、３－メチル－２－（２－ペンテニル）－，（Ｚ）－
ブタン酸、３－メチル－、４－メチルフェニルエステル
２（５Ｈ）－フラノン、３，４－ジメチル－５－ペンチリデン
ブタン酸，３－メチル－，フェニルメチルエステル
２－ブタン酸，２－メチル－，フェニルメチルエステル、（Ｅ）－
ベンゼンブタン酸，エチルエステル
ベンゼン酢酸，ブチルエステル
ビシクロ［３．１．１］ヘプト－２－エン－２－メタノール，６，６－ジメチル－，アセ
テート，（１Ｓ）－
３－シクロヘキセン－１－プロパナール、．β．４－ジメチル－
シクロヘキサノン，２－（１－シクロヘキセン－１－イル）－
プロパン酸，２－メチル，１－メチル－１－フェニルエチルエステル
２，４－デカジエナール
２，４－デカジエナール、（Ｅ，Ｅ）－
ブタン酸，２－フェニルエチルエステル
シクロプロパンカルボン酸、２－ペンチル－，トランス－
２－シクロペンテン－１－オン、３－メチル－２－（２－ペンテニル）－，（Ｅ）－
２Ｈ－ピラン－２－オン、６－ヘキシルテトラヒドロ－
ノナン酸，２－アセチル，エチルエステル
ベンゼンアセトアルデヒド、ＡＲ－（１－メチルエチル）－
３－ヘキサノン、５－メチル－５－フェニル－
オキサシクロドデカン－２－オン
ブタン酸，２－メチル－，２－フェニルエチルエステル、
５，８－メタノ－２Ｈ－１－ベンゾピラン，６－エチリデンオクタヒドロ－
エタノン、１－［４－（１，１－ジメチルエチル）フェニル］－
ベンゼンプロパノール、プロパノエート
１，３－ジオキソラン、２－（２，６－ジメチル－１，５－ヘプタジエニル）－［１，１
’－ビシクロヘキシル］－２－オン
１，３－ベンゾジオキソール、５－プロピル－
プロパン酸，２－メチル－，３－フェニルプロピルエステル
エタノン、１－（４，７，７－トリメチルビシクロ［４．１．０］ヘプト－４－エン－３
－イル）－
２Ｈ－ピラン－２－オン、６－（３－ヘキセニル）テトラヒドロ－，（Ｚ）－
ジスルフィド、メチルフェニルメチル
エタノン、１－［４－（１－メチルエチル）フェニル］－
ベンゼンプロパノール、．β．，．β．，３－Ｔトリメチル－
６－オクテン酸、３，７－ジメチル－，（．＋－．）－
６－オクテン酸、３，７－ジメチル－
ベンゼンプロパナール、４－エチル－．α．，．α．－ジメチル－
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２（３Ｈ）－フラノン，５－ヘプチルジヒドロ－
ノナン酸、
フェノール，２－メチル－５－（１－メチルエチル）－，アセテート
ベンゼンメタノール，４－（１－メチルエチル）－，アセテート
ベンゼンアセトアルデヒド，４－（１－メチルエチル）－
プロパン酸，２－メチル－，３－フェニル－２－プロペニルエステル
フェノール，５－メチル－２－（１－メチルエチル）－，アセテート
ブタン酸，２－フェニルプロピルエステル
エタノン、１－［２－メチル－５－（１－メチルエチル）フェニル］－
アセトアルデヒド、［（３，７－ジメチル－６－オクテニル）オキシ］－
２－フランプロパン酸，２－メチルプロピルエステル、
ベンゼン，（２－ブトキシエチル）－
ブタン酸，１－メチル－２－フェニルエチルエステル、
２Ｈ－ピラン、テトラヒドロ－４－メチル－２－フェニル－
ベンゼン、（２－イソチオシアナトエチル）－
デカン二酸，ジメチルエステル
ブタン酸，３－メチル－，２－フェニルエチルエステル
１，３－ベンゾジオキオール、５－（１－プロペニル）－
ヘキサン酸，２－フラニルメチルエステル
ビシクロ［３．１．１］ヘプト－２－エン－２－プロパナール、６，６－ジメチル－
フェノール、（１，１－ジメチルエチル）－４－メトキシ－
２Ｈ－ピラン、３，６－ジヒドロ－４－メチル－２－フェニル－
フェノール，２－（１，１－ジメチルエチル）－４－メトキシ－
２，６－オクタン二酸、３，７－ジメチル－
２－プロペン酸，２－メチル－，２－フェニルエチルエステル
フラン、テトラヒドロ－２，４－ジメチル－４－フェニル－
ブタン酸，２－フェノキシエチルエステル
４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－５－オル，オクタヒドロ－，アセテート
ウンデカン酸、ヒドロキシ－，ラクトン、
オキシランカルボン酸，２－メチル－３－（４－メチルフェニル）－，エチルエステル
ベンゼン、１，２－ビス（２－プロペニルオキシ）－
２－フランプロパン酸，３－メチルブチルエステル
安息香酸，２－ヒドロキシ－，プロピルエステル
ナフタレン、２－メトキシ－
ベンゼンプロパノール，．γ．－メチレン－，アセテート
１，３－オクタンジオール，２－メチル－，ジアセテート
２－ノネン酸
１，３－ジオクサン，２，５，５－トリメチル－２－フェニル－
４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－６－オル、３Ａ，４，５，６，７，７Ａ－ヘキサヒド
ロ－，プロパノエート
２－プロペン酸，３－フェニル，１－メチルエチルエステル
２－ブタン酸，２－メチル－，２－フェニルエチルエステル、（Ｅ）－
２－ブタン酸，２，３－ジメチル－，フェニルメチルエステル
オクタン二酸，ジエチルエステル
ベンゼンプロパナール、．α．－メチル－４－（１－メチルエチル）－
４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－５－オル、３Ａ，４，５，６，７，７Ａ－ヘキサヒド
ロ－，プロパノエート
ベンゼン、［２－（１－プロポキシエトキシ）エチル］－
２－プロペン酸，３－フェニル－，プロピルエステル
ベンゼンアセテトアルデヒド、．α．－（２－メチルプロピリデン）－
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ブタン二酸，ジブチルエステル
ブタン酸，３－フェニル－２－プロペニルエステル
スピロ［１，４－メタノナフタレン－２（１Ｈ），２’－オキシラン］，３，４，４Ａ，
５，８，８Ａ－ヘキサヒドロ－３’，７－ジメチル－
ベンゼン、１－エトキシ－２－メトキシ－４－（１－プロペニル）－
１，３－ベンゾジオキオール、５－（２－プロペニル）－
スピロ［１，４－メタノナフタレン－２（１Ｈ），２’－オキシラン］，３，４，４Ａ，
５，８，８Ａ－ヘキサヒドロ－３’，６－
ジメチル－
１，３－ジオクサン、４，４，６－トリメチル－２－フェニル－
フェノール、３－（１，１－ジメチルエチル）－４－メトキシ－
フェノール，２－エトキシ－５－（１－プロペニル）－
ベンゼンブタノール、．β．，δ．－ジメチル－
２－プロペン酸，３－フェニル，２－プロペニルエステル
安息香酸，２－ヒドロキシ－５－メチル－，エチルエステル
１，３－ノナンジオール，ジアセテート
［１，１’－ビシクロヘキシル］－４－オン
ベンゼンペンタノール、．β．－メチル－
１，３－ジオクサン、２，４，６－トリメチル－４－フェニル－
２Ｈ－ピラン、テトラヒドロ－２－メチル－４－メチレン－６－フェニル－
キノリン、６－（１－メチルエチル）－
２Ｈ－ピラン、３，６－ジヒドロ－４，６－ジメチル－２－フェニル－
２Ｈ－ピラン、３，６－ジヒドロ－２，４－ジメチル－６－フェニル－
ブタン酸，３－フェニル－２－プロペニルエステル，（Ｅ）－
ベンゼンプロパナール、４－（１－メチルエチル）－
ベンゼンペンタナール、．β．－メチル－
１－オキサスピロ［４．５］デカン－６－オル、２，６，１０，１０－テトラメチル－，
シクロヘキサノン、４－（１－エトキシエテニル）－３，３，５，５－テトラメチル－
９－デセン酸、
ベンゼンペンタノール、．γ．－メチル－
ノナン二酸，ジエチルエステル
ベンゼンプロパナール、４－（１，１－ジメチルエチル）－
２－オクタノール、８，８－ジエトキシ－２，６－ジメチル－
２－ペンテンニトリル、３－メチル－５－フェニル－，（Ｚ）－
ブタン酸、３－オキソ－，３，７－ジメチル－２，６－オクタジエニルエステル，（Ｅ）
－
ベンゼンプロパナール、．β．－メチル－３－（１－メチルエチル）－
安息香酸，４－ヒドロキシ－，プロピルエステル
ウンデカン二酸、ジメチルエステル
１Ｈ－インデン－１－オン、２，３－ジヒドロ－２－（１－メチルエチル）－
１，３－ジオクサン、４，４，６－トリメチル－２－（フェニルメチル）－
エタノン、１－（５，６，７，８－テトラヒドロ－２－ナフタレニル）－
ベンゼンヘキサノール
ノナンジオール，ジアセテート
２－プロペン酸、３－（４－メトキシフェニル）－，プロピルエステル
１，１’－ビフェニル，２－メトキシ－
安息香酸，フェニルエステル
ベンゼン、１，１’－［オキシビス（メチレン）］ビス－
安息香酸，４－ヒドロキシ－，ブチルエステル
４，７－メタノ－１Ｈ－インデン－２－メタノール，オクタヒドロ－，アセテート
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４，７－メタノ－１Ｈ－インデンメタノール，オクタヒドロ－，アセテート
［１，１’－ビフェニル］－２－オル
安息香酸，２－ヒドロキシ－４－メトキシ－６－メチル－，エチルエステル
１，３－ベンゾジオキソール、４，７－ジメトキシ－５－（２－プロペニル）－メタノン
、ジフェニル－
１（３Ｈ）－イソベンゾフラノン、３－ブチリデン－
２－フランカルボン酸，２－フェニルエチルエステル
安息香酸，フェニルメチルエステル
シクロペンタンカルボン酸，２－ヘキシル－３－オキソ－，メチルエステル、
フラン，２，２’－［ジチオビス（メチレン）］ビス－
ベンゼンメタンアミン，Ｎ－（フェニルメチル）－
ピリジン、２－（２－フェニルエチル）－
２－プロパノン、１，３－ジフェニル－
２Ｈ－ピラン、テトラヒドロ－２－［２－メトキシ－４－（２－プロペニル）フェノキシ
］－
ベンゼン酢酸，２－メトキシフェニルエステル
２－シクロヘキセン－１－カルボン酸，２－メチル－４－オキソ－６－ペンチル－、エチ
ルエステル
２－プロペン－１－オン、１，３－ジフェニル－
メタノン、（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）フェニル－
ドデカン二酸
トリデカン二酸
ピペリジン、１－［５－（１，３－ベンゾジオキソ－５イル）－１－オキソ－２，４－ペ
ンタジエニル］－，（Ｅ，Ｅ）－
任意選択的に、布地直接香料成分は、以下から成る群から選択されてもよい：アリルシク
ロヘキサンプロピオネート、アンブレットリド、アミルベンゾエート、アミルシンナメー
ト、アミルシンナミックアルデヒド、アミルシンナミックアルデヒドジメチルアセタール
、イソ－アミルサリチラート、オウランチオール（aurantiol）（ヒドロキシシトロネラ
ール－メチルアンスラニレートの商標）、ベンゾフェノン、ベンジルサリチラート、イソ
－ブチルキノリン、β－カリオフィレン、カジネン、セドロール、セドリルアセテート、
セドリルホルメート、シンナミルシンナメート、シクロヘキシルサリチラート、シクラメ
ンアルデヒド、ジヒドロイソジャスモネート、ジフェニルメタン、ジフェニルオキシド、
ドデカラクトン、イソＥスーパー（iso E super）（１－（１，２，３，４，５，６，７
，８－オクタヒドロ－２，３，８，８－テトラメチル－２－ナフタレニル）－エタノンの
商標）、エチレンブラシレート、エチルメチルフェニルグリシデート、エチルウンデシレ
ネート、イソ－オイゲノール、エクサトリド（exaltolide）（１５－ヒドロキシペンタデ
カン酸、ラクトンの商標）、ガラキソリド（galaxolide）（１，３，４，６，７，８－ヘ
キサヒドロ－４，６，６，７，８，８－ヘキサメチルシクロペンタ－γ－２－ベンゾピラ
ンの商標）、ゲラニルアンスラニレート、ヘキサデカノリド、ヘキシニルサリチラート、
ヘキシルシンナミックアルデヒド、ヘキシルサリチラート、リリアル（lilial）（パラ－
第三級－ブチル－アルファ－メチルヒドロシンナミックアルデヒドの商標）、リナリルベ
ンゾエート、２－メトキシナフタレン、メチルシンナメート、メチルジヒドロジャスモネ
ート、β－メチルナフチルケトン、ムスクインダノン、ムスクケトン、ムスクチベチン、
ミリスヂン、δ－ノナラクトン、オキサヘキサデカノリド－１０、オキサヘキサデカノリ
ド－１１、パチョリアルコール、ファントリド（phantolide）（５－アセチル－１，１，
２，３，３，６－ヘキサメチルインダンの商標）、フェニルエチルベンゾエート、フェニ
ルエチルフェニルアセテート、フェニルヘプタノール、フェニルヘキサノール、アルファ
－サンタロール、チベトリド（thibetolide）（１５－ヒドロキシペンタデカン酸、ラク
トンの商標）トナ
リド、δ－ウンデカラクトン、γ－ウンデカラクトン、ベチベリルアセテート、ヤラ－ヤ
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ラ、アリルフェノキシアセテート、シンナミルアルコール、シンナミックアルデヒド、シ
ンナミックホルメート、クマリン、ジメチルベンジルカルビニルアセテート、エチルシン
ナメート、エチルバニリン（３－メトキシ－４－エトキシベンザルデヒド）、オイゲノー
ル、オイゲニルアセテート、ヘリオトロピン、インドール、イソオイゲノール、コアボン
（koavone）、メチル－β－ナフチルケトン、メチルシンナメート、メチルジヒドロジャ
モナート、βメチルナフチルケトン、メチル－ｎ－メチルアンスラニレート、δ－ノナラ
クトン、γ－ノナラクトン、パラメトキシアセトフェノン（アセトアニソール）、フェノ
キシエチルイソブチレート、フェノキシエチルプロピオネート、ピペロナール、トリエチ
ルシトレート、バニリン、及びこれらの混合物。
【００９５】
本発明において有用な他の布地直接香料成分には、メチル－Ｎ－メチルアンスラニレート
、ベンジルブチレート、ベンジルイソバレレート、シトロネリルイソブチレート、シトロ
ネリルプロピオネート、δ－ノナラクトン、ジメチルベンジルカルビニルアセテート、ド
デカナール、ゲラニルアセテート、ゲラニルイソブチレート、γ－イオノン、パラ－イソ
プロピルフェニルアセトアルデヒド、シス－ジャスモン、メチルオイゲノール、ヒドロキ
シシトロネラール、フェノキシエタノール、ベンジルイソバレレート、アニスアルデヒド
、クミンアルコール、メチルオイゲノール、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９６】
本明細書に有用な布地直接香料成分としては、上記で定義した物理的性質を有する任意の
プロ芳香剤若しくはプロ香料成分、又はより揮発性の芳香性物質とポリマー類若しくはそ
の他の布地直接分子との任意の付加体若しくは錯体が挙げられる。ケトン類の付加体又は
錯体としては、特に、シス－ジャスモン、ジヒドロジャスモン、ａ－イオノン、ｂ－イオ
ノン、ジヒドロ－ｂ－イオノン、ｇ－メチルイオノン、ａ－イソ－メチルイオノン、４－
（３，４－メチレンジオキシフェニル）ブタン－２－オン、４－（４－ヒドロキシフェニ
ル）ブタン－２－オン、メチルｂ－ナフチルケトン、メチルセドリルケトン、６－アセチ
ル－１，１，２，４，４，７－ヘキサメチルテトラリン（トナリド）、ｌ－カルボン、５
－シクロヘキサデセン－１－オン、α－ダマスコーン、β－ダマスコーン、δ－ダマスコ
ーン、β－ダマセノン、ムスコン、６，７－ジヒドロ－１，１，２，３，３－ペンタメチ
ル－４（５Ｈ）－インダノン（キャッシュメラン）、アセトフェノン、デカトン、２－［
２－（４－メチル－３－シクロヘキシニル－１－イル）プロピル］シクロペンタン－２－
オン、２－第２級－ブチルシクロヘキサノン、ｂ－ジヒドロイオノン、アリルイオノン、
ａ－イロン、ａ－セトン、ａ－イリソン、アセタニゾール、ゲラニルアセトン、１－（２
－メチル－５－イソプロピル－２－シクロヘキセニル）－１－プロパノン、アセチルジイ
ソアミレン、メチルシクロシトロン、４－ｔ－ペンチルシクロヘキサノン、ｐ－ｔ－ブチ
ルシクロヘキサノン、ｏ－ｔ－ブチルシクロヘキサノン、エチルアミルケトン、エチルペ
ンチルケトン、メントン、メチル－７，３－ジヒドロ－２Ｈ－１，５－ベンゾジオキセピ
ン－３－オン、フェンコンが挙げられる。
【００９７】
（ｇ）捕捉剤－本発明の組成物は、少なくとも約０．００１重量％、好ましくは約０．５
重量％～約１０重量％、最も好ましくは約５重量％までの一つ以上の捕捉剤を含んでなっ
てもよい。本明細書に用いるのに好適な捕捉剤は、不堅牢性染料及び／又は陰イオン性界
面活性剤及び／又は汚れを補足するために選択された捕捉剤から選択される。
好ましい捕捉剤は、陰イオン性染料の固着剤、陰イオン性界面活性剤の錯化剤、粘土汚れ
調節剤、及びこれらの混合物から成る群から選択される。これらの物質は、任意の好適な
比で組み合わせることができる。好適な化合物は、ゴスリンク（Gosselink）らの一般的
な特許に含まれており、ＢＡＳＦ、チバ、及びその他から市販されている。
【００９８】
ｉ）陰イオン性染料用固着剤－染料固着剤、「定着剤（fixatives）」又は「固着剤（fix
ing agents）」は周知の市販物質であり、これは洗浄によって布地から染料が損失するの
を最小限にすることによって、染色された布地の外観を改善するように設計されている。
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この定義内に含まれないものが、実施形態の一部では布地柔軟剤活性成分として役立つこ
とができる成分である。
【００９９】
陰イオン性染料に対する多数の固着剤は陽イオン性であり、用法の条件でその場で形成さ
れる強い陽イオン電荷を有する四級化窒素化合物又は窒素化合物に基づく。
【０１００】
固着剤はいくつかの供給元から種々の商品名で入手可能である。代表的な例としては：ク
ロスフィールド（Crosfield）からのクロスカラー（CROSCOLOR）ＰＭＦ（１９８１年７月
、コード番号７８９４）及びクロスカラー（CROSCOLOR）ＮＯＦＦ（１９８８年１月、コ
ード番号８５４４）；サンドス（Sandoz）からのインドゾル（INDOSOL）Ｅ－５０（１９
８４年２月２７日、参照番号６００８．３５．８４；ポリエチレンイミンベース）が挙げ
られ；サンドス（Sandoz）からのサンドフィックス（SANDOFIX）ＴＰＳは、本明細書に用
いるのには好ましい染料固着剤である。
【０１０１】
さらなる非限定的な例としては、サンドス（Sandoz）からのサンドフィックス（SANDOFIX
）ＳＷＥ（陽イオン性樹脂性化合物）、ＣＨＴ－ベイトリッチ（Beitlich）ＧＭＢＨから
のレウィン（ＲＥＷＩＮ）ＳＲＦ、レウィン（REWIN）ＳＲＦ－Ｏ、及びＲレウィン（REW
IN）ＤＷＲ；ＷＯ９９／１４３０１に記載されているチガ・ガイギーからのチノフィック
ス（Tinofix）（登録商標）ＥＣＯ、チノフィックス（Tinofix）ＦＲＤ、及びソルフィン
（Solfin）（登録商標）が挙げられる。本発明の組成物に使用される他の好ましい固着剤
は、クラリアント（Clariant）からのカルタフィクス（CARTAFIX）ＣＢ（登録商標）、及
びＷＯ９９／１４３００に記載されている環状アミンベースのポリマー、オリゴマー、又
はコポリマーである。
【０１０２】
本明細書で有用な他の染料固着剤は、Ｒｅｖ．Ｐｒｏｇ．Ｃｏｌｏｒａｔｉｏｎの第ＸＩ
Ｉ巻（１９８２年）の中のクリストファーＣ．クック（Christopher C. Cook）著、「織
物繊維における染料の耐性を改善するための後処理（Aftertreatments for Improving th
e Fastness of Dyes on Textile Fibres）」に記載されている。本発明での使用に好適な
染料固着剤は、脂肪酸－ジアミン縮合物のようなアンモニウム化合物、とりわけ、ジアミ
ンエステルのヒドロクロリド塩、アセテート塩、メトサルフェート塩、及びベンジルヒド
ロクロリド塩である。非限定的な例には、オレイルジエチルアミノエチルアミド、オレイ
ルメチルジエチレンジアミンメトサルフェート、及びモノステアリルエチレンジアミノト
リメチルアンモニウムメトサルフェートが挙げられる。さらに、界面活性剤活性Ｎ－オキ
シド類以外のＮ－オキシド類、より詳細にはポリマー性Ｎ－オキシド類、例えば、ポリビ
ニルピリジンＮ－オキシドは、本明細書の固着剤として有用である。
【０１０３】
他の有用な固着剤としては、ポリマー性アルキルジアミン類の誘導体、ポリアミン－塩化
シアヌル縮合体、及びアミン化グリセロールジクロロヒドリン類が挙げられる。
【０１０４】
陰イオン性染料の固着剤は、本方法において、本組成物に完全に組み込まれるような試薬
の形態で使用するか、又はそれを本発明に従う洗濯処理方法に分離した物品の形態（例え
ば、陽イオン性シリコーン含有組成物と共に洗浄物に添加され得る基材物品又はシート）
で含むことによって使用できる。この様式において、固着剤は陽イオン性シリコーン組成
物の使用を補い得る。このような染料固着物品と陽イオン性シリコーンを含んでなる組成
物の組み合わせは、キットの形態で販売され得る。
【０１０５】
ｉｉ）陰イオン性界面活性剤及び／又は汚れのための捕捉剤－陰イオン性界面活性剤及び
／又は汚れのための好適な捕捉剤としては、アルコキシル化ポリアルキレンイミン類及び
／又はその四級化誘導体が挙げられる。
【０１０６】
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（ｈ）布地柔軟剤－本発明の好ましい組成物において布地柔軟剤が存在する場合、布地柔
軟剤は、特定の実施形態において、組成物の約３０重量％まで、より典型的には約１重量
％～約２０重量％、好ましくは約２重量％～約１０重量％の割合であるのが好適である。
本発明の使用に好適な布地柔軟剤としては、現在市販されている四級化長鎖柔軟剤、特に
種々のヨウ素価を有する少なくとも部分不飽和エステル四級が挙げられる。より一般に好
適な布地柔軟剤としては、陽イオン性の水不溶性四級アンモニウム化合物である布地柔軟
化化合物が挙げられ、これは極性先端基及び二つの長鎖ヒドロカルビル部分、好ましくは
アルキル、アルケニル、及びこれらの混合物から選択される部分を含み、ヒドロカルビル
部分の各々は、Ｃ１２以上、好ましくはＣ１４超過、より好ましくはＣ１６超過の平均鎖
長を有する。
【０１０７】
さらにより好ましくは、長鎖アルキル又はアルケニル基の各々の少なくとも５０％は、主
に直鎖状である。好ましい全体の鎖長は、約Ｃ１８であるが、０でない割合の低級、例え
ば、Ｃ１４、Ｃ１６鎖と、それより長いもの、例えば、Ｃ２０鎖を有する鎖長との混合物
も非常に好ましい。陽イオン性柔軟剤は、好適にはジステアリルジメチルアンモニウムク
ロリド又はその不飽和類似体であることができるが、環境により好ましいようには四級ア
ンモニウム布地柔軟剤は生分解性であるように選択される。この性質は、例えば、ジ（タ
ロイルオキシエチル）ジメチルアンモニウムクロリドのような、一般に市販のエステル四
級布地柔軟剤に存在する。
【０１０８】
ある好ましい実施形態において、布地柔軟化化合物は、少なくとも一つのエステル部分、
好ましくは二つのこのようなエステル部分を介して、四級アンモニウム部分と結合する二
つのＣ１２～２２アルキル又はアルケニル基を有する四級アンモニウムエステル四級化合
物である。本組成物の使用に好ましいエステル四級アンモニウム布地柔軟剤は、以下の式
を有する：
｛（Ｒ１）２Ｎ（（ＣＨ２）ｎＥＲ２）２｝＋Ｘ－（式中、各Ｒ１基は独立にＣ１～４ア
ルキル、ヒドロキシアルキル、又はＣ２～４アルケニルから選択され；各Ｒ２は独立にＣ

８～２８アルキル又はアルケニル基から選択され；Ｅはエステル部分、すなわち－ＯＣ（
Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－であり、ｎは０～５の整数であり、Ｘ－は好適な陰イオンであ
り、例えば、クロリド、メトサルフェート、及びこれらの混合物である）。
【０１０９】
四級アンモニウム物質の第２の好ましい種類は、以下の式で表すことができる：｛（Ｒ１

）３Ｎ（ＣＨ２）ｎＣＨ（Ｏ（Ｏ）ＣＲ２）ＣＨ２Ｏ（Ｏ）ＣＲ２｝＋Ｘ－（式中、各Ｒ
１基は独立にＣ１～４アルキル、ヒドロキシアルキル、又はＣ２～４アルケニルから選択
され；各Ｒ２は独立にＣ８～２８アルキル又はアルケニル基から選択され；ｎは０～５の
整数であり；Ｘ－は好適な陰イオンであり、例えば、クロリド、メトサルフェート、及び
これらの混合物である）。この後者の種類は、１，２ビス［固化タロイルオキシ］－３－
トリメチルアンモニウムプロパンクロリドに代表される。
【０１１０】
市販されているエステル四級布地柔軟剤としては、ジエステルの他に種々の割合のモノエ
ステルを含んでなる物質が挙げられる。
【０１１１】
本明細書の好適な布地柔軟剤としては、２０℃の脱塩された水に対して１×１０－３重量
％未満、より好ましくは１×１０－４重量％未満、さらにより好ましくは１×１０－６重
量％～１×１０－８重量％の溶解度を有する柔軟化化合物が挙げられる。
【０１１２】
（ｉ）洗浄性酵素－本明細書に用いるのに好適な洗浄性酵素としては、プロテアーゼ、ア
ミラーゼ、セルラーゼ、マンナナーゼ（mannanase）、エンドグルカナーゼ、リパーゼ、
及びこれらの混合物が挙げられる。酵素は、当該術分野で教示される割合、例えば、ノボ
（Novo）及びジェネカ（Genencor）などの供給元によって推奨される割合で使用できる。
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組成物中の典型的な割合は、約０％～約５％である。
酵素が存在する場合、それは極めて低量、例えば、本発明の特定の実施形態においては約
０．００１％以下で使用でき；又はそれは本発明に従う頑固な汚れ洗濯洗剤配合物に高い
割合、例えば、約０．１％以上で使用できる。一部の消費者は「非生物学的」洗剤を好む
ために、本発明には酵素含有及び酵素を含まない実施形態が含まれる。
【０１１３】
（ｊ）キレート剤－本明細書に用いるのに好適なキレート剤としては、窒素を含有し、リ
ンを含まないアミノカルボキシレート類、例えば、ＥＤＤＳ、ＥＤＴＡ、及びＤＴＰＡ：
アミノホスホネート類、例えば、ジエチレントリアミンペンタメチレンホスホン酸及びエ
チレンジアミンテトラメチレンホスホン酸；窒素を含まないホスホネート類、例えば、Ｈ
ＥＤＰ；並びに窒素又は酸素を含有し、リンもカルボキシレートも含まないキレート剤、
例えば、漂白触媒系への使用が知られているもののような一般的な種類の特定の大環状Ｎ
－配位子化合物が挙げられる。キレート剤の割合は、通常、約５％未満であり、より好ま
しくはキレート剤が存在する場合、約０．０１％～約３％の割合である。
【０１１４】
（ｋ）溶媒系－本組成物中の溶媒系は無水又は含水物であることができ；溶媒系としては
水単独又は有機溶媒と水との混合物を挙げることができる。好ましい有機溶媒としては、
１，２－プロパンジオール、エタノール、グリセロール、及びこれらの混合物が挙げられ
る。他の低級アルコール類、Ｃ１～Ｃ４アルカノールアミン類、例えば、モノエタノール
アミン及びトリエタノールアミンも使用できる。
例えば、本発明の無水の固体の実施形態では溶媒系が存在しない場合もあるが、より典型
的には約０．１％～約９８％、好ましくは少なくとも約１０％～約９５％、より典型的に
は約２５％～約７５％の範囲の割合で存在する。
【０１１５】
（ｌ）発泡系－本明細書に好適な発泡系としては、酸及び重炭酸塩若しくは炭酸塩を組み
合わせることによって、又は過酸化水素及びカタラーゼを組み合わせることによって、又
は少量の気泡を放出する物質の任意の他の組み合わせによって誘導されるものが挙げられ
る。発泡系の成分は、それが混合される際に発泡系を形成するように組み合わせて配給で
き、又は従来のコーティング若しくは保護系を使用する場合には共に配合できる。発泡系
の割合は非常に広く、例えば、発泡系全体では組成物の約０．１％～約３０％の範囲であ
ることができる。過酸化水素及びカタラーゼは極めて有効であり、少量であっても優れた
結果が得られる。
【０１１６】
（ｍ）コーティング又はカプセル化剤－任意の好適なコーティング又はカプセル化剤を本
組成物の全て又は一部に適用できる。好適な例としては、ポリビニルアルコールフィルム
又はその他の好適な変更物：カルボキシメチルセルロース、セルロース誘導体、デンプン
、改質デンプン、糖、ＰＥＧ、ワックス、又はこれらの混合物が挙げられる。コーティン
グは、１～数枚の層を有することができる。
コーティングされた任意の物質に関してコーティング物質の量は、コーティングされる又
はカプセル化される物質の約５重量％～約５０重量％の範囲であることができる。
【０１１７】
（ｎ）添加剤の混合物－上記成分の混合物を任意の割合で製造できる。
【０１１８】
（ｏ）他の添加剤－他の好適な洗浄性添加剤物質の例としては、脂肪酸類、トリメトキシ
安息香酸又はその塩（ＴＭＢＡ）などのアルコキシル化安息香酸類又はその塩、従来の（
布地に直接的でない）香料及びプロ香料、陰イオン性界面活性剤（次のものに限定されな
いが、直鎖状アルキルベンゼンスルホネート類、アルキルサルフェート類、アルキルエト
キシサルフェート類、及びこれらの混合物を含み、このような界面活性剤の直鎖状及び分
枝状（中鎖の分枝形態を含む）のものも含む）、双性及び／又は両性界面活性剤、漂白剤
、漂白活性化剤、漂白触媒、酵素安定化系、光学的光沢剤又は蛍光剤、汚れ放出ポリマー
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、分散剤又は高分子有機バインダー（水溶性ポリアクリレート類、アクリレート／マレエ
ートコポリマーなどを含む）、泡抑制剤、染料、着色剤、硫酸ナトリウムなどの充填剤塩
、トルエンスルホネート類、クメンスルホネート類及びナフタレンスルホネート類などの
屈水性物質、光活性化剤、加水分解性界面活性剤、防腐剤、酸化防止剤、抗収縮剤、抗し
わ剤、殺菌剤、殺真菌剤、カラースペックル（speckles）、着色ビード、球体又は押出物
、日焼け止め剤、フッ素化化合物、粘土、真珠光沢剤、発光剤又は化学発光剤、腐食防止
剤及び／又は器具保護剤、アルカリ度源又はその他のｐＨ調整剤、可溶化剤、キャリア、
加工助剤、顔料、フリーラジカル捕捉剤、及びｐＨ調整剤が挙げられる。好適な物質とし
ては、米国特許第５，７０５，４６４号、同第５，７１０，１１５号、同第５，６９８，
５０４号、同第５，６９５，６７９号、同第５，６８６，０１４号、及び同第５，６４６
，１０１号に記載されているものが挙げられる。
【０１１９】
本発明の組成物への陽イオン性シリコーンの導入
本発明の組成物への陽イオン性シリコーンの導入は任意の好適な様式によって行うことが
でき、一般に任意の順序での混合又は添加工程を含む。しかし、このような導入を達成す
るために特定の好ましい方法があることがわかっている。
【０１２０】
第１の方法は、直接製造者から得られた陽イオン性シリコーンポリマーを、最終組成物の
二つ以上の他の成分のプレ形成混合物に導入する工程を含む。これは、最終組成物を調製
する工程における任意の段階で行うことができ、配合工程のかなり最終段階も含む。
【０１２１】
第２の方法は、陽イオン性シリコーンポリマーと、最終組成物の一つ以上の添加剤とをプ
レ混合する工程及びこのプレミックスを残りの添加剤混合物に添加する工程を含む。
【０１２２】
より詳細には、好ましい方法は、陽イオン性シリコーンポリマーと、陽イオン性界面活性
剤、陽イオン性布地柔軟剤、アミン界面活性剤、アミンオキシド界面活性剤、アルコキシ
ル化アルコール類、布地直接香料成分、及びこれらの混合物から成る群から選択される添
加剤とを混合する工程を有し、より好ましくは使用されるべき全ての有機溶媒のうちの一
部が存在する下で混合し、続いて得られた陽イオン性シリコーンポリマープレミックスを
組成物の一つ以上の他の添加剤、水、及びバランス量の有機溶媒と組み合わせ、それによ
って最終組成物を形成する工程を有する。
【０１２３】
陽イオン性シリコーンポリマーの最終組成物への導入方法は、好ましくは従来の高剪断力
混合手段を用いることによって補われる。これは、陽イオン性シリコーンポリマーを最終
組成物全体に適切に分散させることを確実にする。
【０１２４】
本発明に従う液体組成物、特に液体洗剤組成物は、好ましくは安定剤を含んでなり、特に
好ましいものはトリヒドロキシステアリン又は硬化ヒマシ油、例えば、チクシン（Thuxci
n）（登録商標）として市販されている種類のものである。安定剤を本組成物に添加する
場合、それは好ましくは組成物の一つ以上の添加剤又は非シリコーン成分を有する別の安
定剤プレミックスとして導入される。このような安定剤プレミックスを使用する場合、そ
れは陽イオン性シリコーンポリマーが既に導入され、組成物中に分散した後に組成物中に
添加されるのが好ましい。
【０１２５】
（実施例）
以下の非限定的な実施例は、本発明の例証である。他に明記しない場合、百分率は重量に
よるものである。
【０１２６】
実施例１
本発明に従う液体布地保護組成物Ａ～Ｄを以下のように調製する：



(32) JP 4926366 B2 2012.5.9

10

20

30

【表１】

＊構造２、Ｒ１はメチルであり、Ｒ２は（ＣＨ２）３であり、ＸはＣＨ２ＣＨＯＨＣＨ２

であり、陽イオン性二価の部分ｉｉ（ａ）はＲ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７の全てがメチルであ
り、Ｚ１は（ＣＨ２）６である。Ａは５０％アセテート、５０％ラウレート（重量基準）
；構造２のポリアルキレンオキシド部分（ｉｉｉ）はＮＨＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２

Ｈ４Ｏ）３８（Ｃ３Ｈ６Ｏ）６ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＮＨであり；構造２の陽イオン性の
一価部分ｉｖ（ａ）はＲ１２、Ｒ１３及びＲ１４が全てメチルであり；ａは０；ｂは１；
ｃは１５０；ｄは０；ｍは２である。
＊＊ゴールドシュミット（Goldschmidt）からのＲＥＷＱＵＡＴＶ３６２０（ジエステル
アンモニウム四級）
＊＊＊クラリアント（Clariant）からのＣＡＲＴＡＦＩＸ　ＣＢ．
これらの組成物のいずれも衣類を洗濯するために家庭で使用され、優れた洗浄性及び布地
保護結果をもたらす。
【０１２７】
実施例２
本発明に従う顆粒状布地保護組成物Ａ及びＤを以下のように調製する：
【表２】
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＊構造１；Ｒ１はメチル；Ｒ２は（ＣＨ２）３；ＸはＣＨ２ＣＨＯＨＣＨ２；ＺはＮ＋（
ＣＨ３）２Ｃ１２～１４；Ａはアセテート；ａは０；ｂは１；ｃは８２；ｄは０；ｎは２
である。
これらの組成物のいずれも衣類を洗濯するために家庭で使用され、優れた洗浄性及び布地
保護結果をもたらす。
【０１２８】
実施例３
本発明に従う液体布地保護組成物を以下のように調製する：
【表３】
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＊実施例１に同じ
組成物は衣類を洗濯するために家庭で使用され、優れた洗浄性及び布地保護結果をもたら
す。
【０１２９】
実施例４
本発明に従う２部からなる組成物を調製し、２部からなる容器に添加する。使用中、区画
Ａの組成物及び区画Ｂの組成物をそれぞれ同時に容器から測定カップに注ぎ、混合時に泡
が発生する。これらの実施例において、区画Ａの組成物及び区画Ｂの組成物は分離してい
るが、組み合わせて配給できる。代わりの分離しているが組み合わせて配給できる実行に
おいて、区画Ａの組成物及び区画Ｂの組成物は、区画Ａの組成物と区画Ｂの組成物の重量
比が４：１になるように設計された２部からなる容器に保存され、Ａ及びＢは、重力送り
の上部から注ぐ必要のない２部からなる区画包装の底の方に位置するディスペンサー口か
ら配給される。
各場合（実施例４ａ及び４ｂ）において、Ａ及びＢの混合により得られる組成物を家庭用
布地を洗濯するのに使用して、優れた洗浄性及び布地保護結果を得る。
【表４】
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【０１３０】
実施例５
本発明に従う繊細な布地を洗浄するのに好適な洗剤泡を、二つの水性液体組成物、以下に
示す２部の区画ビンに収容される区画Ａの組成物及び区画Ｂの組成物を混合することによ
って調製する。二つの液体は、混合時に投与装置中又は布地上で直接泡を形成する。
【表５】

【０１３１】
実施例６
本発明に従う頑固な汚れ用液体洗剤を以下のように調製する：
【表６】
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【０１３２】
水吸収性及び／又は着心地利点
予想外にも、本組成物は、特にジタロージメチルアンモニウムクロリドに基づく従来の布
地柔軟剤と比較して、優れた着心地及び／又は水吸収性に関してさらなる布地保護利益を
与えることを見出した。本明細書の吸収性は、最も最近開発された透明な液体布地柔軟剤
の吸収性に等しい。
【０１３３】
使用説明書を伴った製品
本発明の組成物は、好ましくは製品に含まれる。製品は、好ましくは本発明に基づいた布
地保護組成物を含んでなり、さらに組成物が一つ以上の所望の布地保護利益を布地に付与
するような有効量の組成物と処理の必要な布地を接触させることによって、布地を洗濯す
る製品を使用するための説明書を含んでなる。
【０１３４】
そのため、本発明は、本発明の布地保護組成物の使用説明書を、本明細書の組成物を含有
するパッケージ又は組成物の販売若しくは使用に関連する他の広告形態とともに含むこと
も包含する。説明書は消費製品の製造企業又は供給企業によって典型的に使用される、い
ずれかの手法において含まれてよい。例としては、組成物を保持する容器に貼付されるラ
ベル上での説明書；容器に貼付されるか若しくは購入時に渡されるシート上での説明書；
又は組成物の購入若しくは使用につながる可能性のある、広告、実演、及び／若しくはそ
の他の文章若しくは口頭による説明における説明書の提供が挙げられる。
【０１３５】
具体的に、説明書は、組成物の使用、例えば、浸漬すること又は擦ることが適当な場合、
布地を洗浄するための洗濯機に使用する組成物の推奨量、布地に適用する組成物の推奨量
の記載を含む。
【０１３６】
サービス業用途
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上記システム、組成物、及び方法はいずれも、本発明の精神及び範囲を逸脱することなく
洗濯サービス業に使用でき、例えば、ドライクリーニング会社、施設内の洗濯（例えば、
学校、ホテル、又は軍内の洗濯施設）などに使用できる。
【０１３７】
主題発明の特定の実施形態を記載したが、本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、
主題発明の様々な変形形態や修正形態が可能であることは当業者には明らかであろう。本
発明の範囲内にあるこうした全ての変更については、添付の特許請求の範囲において包括
するよう意図されている。
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